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告 示

島根県告示第53号

土地改良法（昭和24年法律第195号）第18条第16項の規定により、次の土地改良区から役員の就任及び退任の届出があ

ったので、同条第17項の規定により告示する。

平成28年１月22日

島根県知事 溝 口 善兵衛

雲南市土地改良区

１ 就任した役員の氏名及び住所

理事

内田 孝志 雲南市大東町仁和寺1674番地１

堀江 善彦 雲南市大東町下久野523番地

速水 雄一 雲南市加茂町神原1003番地

勝部 新治 雲南市加茂町三代767番地

陶山 直利 雲南市木次町寺領927番地１

細木 勝 雲南市木次町宇谷1392番地

早川 正三 雲南市三刀屋町六重238番地４

高尾 肇 雲南市三刀屋町多久和1351番地

古居 忠 雲南市吉田町吉田1448番地

景山 隆義 雲南市掛合町穴見1005番地

監事

白築 進 雲南市吉田町吉田738番地

白築 徹一 雲南市掛合町多根８番地内４

２ 就任年月日

平成27年12月21日

３ 退任した役員の氏名及び住所

理事

速水 雄一 雲南市加茂町神原1003番地

陶山 直利 雲南市木次町寺領927番地１

岩田 憲佶 雲南市大東町下阿用343番地

渡部 彰夫 雲南市加茂町南加茂898番地１

内田 孝志 雲南市大東町仁和寺1674番地１

古居 忠 雲南市吉田町吉田1448番地

高尾 肇 雲南市三刀屋町多久和1351番地

景山 隆義 雲南市掛合町穴見1005番地

早川 正三 雲南市三刀屋町六重238番地４

細木 勝 雲南市木次町宇谷1392番地

監事

白築 徹一 雲南市掛合町多根８番地内４

白築 進 雲南市吉田町吉田738番地
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島根県告示第54号

土地改良法（昭和24年法律第195号）第89条の２第９項の規定により、平成28年１月８日付けで県営土地改良事業に係

る佐田地区窪田中央工区の換地処分をしたので、同条第10項において読み替えて準用する同法第54条第４項の規定により

告示する。

平成28年１月22日

島根県知事 溝 口 善兵衛

島根県告示第55号

漁船損害等補償法（昭和27年法律第28号）第112条の２第２項の規定による届出を審査した結果、次の加入区につい

て、同法第112条第１項の規定による同意があったと認めたので、同法第112条の２第３項及び漁船損害等補償法施行規則

（昭和27年農林省令第18号）第26条の３の規定により告示する。

平成28年１月22日

島根県知事 溝 口 善兵衛

恵曇加入区（漁業協同組合ＪＦしまね）

公 告

肥料取締法（昭和25年法律第127号）第14条の規定により、次の肥料の登録は失効したので、同法第16条第１項の規定

により公告する。

平成28年１月22日

島根県知事 溝 口 善兵衛

登録番号 肥料の種類 肥料の名称 生産業者の氏名又は名称及び住所 失効年月日
保証成分量 その他

（パーセント） の規格

島肥登第 混合有機質 混合有機質肥 窒素全量 3.0 公定規格 株式会社地力の素舎 平成27年12

396号 肥料 料 りん酸全量 4.0 のとおり 島根県松江市玉湯町玉造1420－７ 月25日

加里全量 2.0

家畜商法（昭和24年法律第208号）第３条第２項第１号に規定する家畜商講習会を次のとおり開催するので、家畜商法

施行令（昭和28年政令第252号）第１条の２第１項の規定により公告する。

平成28年１月22日

島根県知事 溝 口 善兵衛

１ 講習会を開催する指定講習機関

公益社団法人島根県畜産振興協会

２ 開催日時

平成28年３月３日（木）及び３月４日（金）

午前９時から午後５時まで

３ 開催場所

松江市殿町１番地 島根県庁会議棟第４・５会議室
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４ 講習科目及び時間

⑴ 家畜の取引に関する法令について ４時間

⑵ 家畜の品種及び特徴について ４時間

⑶ 家畜の悪癖、機能障害及び疾病について ６時間

５ 受講申込手続

⑴ 提出書類

受講申込書（写真欄に写真を貼り付けること。）（別記様式）

⑵ 家畜商講習手数料等

家畜商講習手数料（受講料）3,000円及びテキスト代3,148円を、講習会初日に会場受付で納付すること。

⑶ 受講申込書の提出期限

平成28年２月19日（金）（郵送による場合は、同日までの消印のあるものに限る。）

⑷ 受付場所

〒690－0887

松江市殿町19－１ 島根ＪＡビル内

公益社団法人島根県畜産振興協会経営指導部

⑸ 申込方法

受講申込書の提出期限内に本人が受講申込書に必要事項を記入し、押印の上、受付場所に持参又は郵送をするこ

と。郵送の場合は、受講票と会場案内図を送付するので、82円切手を貼った受講票送付先明記の封筒（定形）を同封

すること。

６ 修了証明書の交付

講習会の全課程を修了した者に対し修了証明書を交付する。

７ その他

⑴ 講習会当日の会場での受付時間は、両日とも午前８時45分から午前９時までとする。

⑵ 受講者は、受講票及び筆記用具を持参すること。

⑶ この講習会についての問合せは、公益社団法人島根県畜産振興協会経営指導部 担当 吾郷

（電話0852－31－3609）にすること。
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別記様式

家 畜 商 講 習 会 受 講 申 込 書

平成 年 月 日

島根県知事指定講習機関

公益社団法人 島根県畜産振興協会 会長 様

住 所

氏 名 ㊞

（電話番号 － － ）

家畜商法（昭和24年法律第208号）第３条第２項第１号の規定により開催される講習会を受講したいので申し込みま

す。

（写 真 欄）

・申込前６月以内に撮影し

たもの

・無帽で本人と識別できる

もの

・縦４センチメートル、横

３センチメートル位のも

の

（注） 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。

 
5



第2,769号 島 根 県 報 平成28年１月22日

特 定 調 達 公 告

次のとおり随意契約の相手方を決定したので、地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令（平

成７年政令第372号）第11条及び物品等又は特定役務の調達手続に係る島根県会計規則の特例を定める規則（平成７年島

根県規則第83号）第９条の規定により公告する。

平成28年１月22日

島根県警察本部長 米 村 猛

１ 件名及び数量

汎用電子計算機の賃貸借契約 一式

２ 契約に関する事務を担当する本庁等の名称及び所在地

島根県警察本部警務部会計課 島根県松江市殿町８番地１

３ 随意契約の相手方を決定した日

平成27年12月22日

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所

株式会社ＪＥＣＣ 営業本部長 村上 春生 東京都千代田区丸の内三丁目４番１号

５ 随意契約に係る契約金額（総価）

41,477,471円

６ 契約の相手方を決定した手続

随意契約

７ 随意契約によることとした理由

地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第10条第１項第２号の規定による。

公 安 委 員 会 告 示

島根県公安委員会告示第７号

警備業法（昭和47年法律第117号。以下「法」という。）第23条第１項に規定する検定を次のとおり実施するので、警

備員等の検定等に関する規則（平成17年国家公安委員会規則第20号。以下「検定規則」という。）第７条の規定により告

示する。

平成28年１月22日

島根県公安委員会委員長 服 部 京 子

１ 検定を実施する警備業務の種別、級、実施日時及び定員

種別及び級 実 施 日 時 定 員

貴重品運搬警備業務１級 学科試験 平成28年５月12日（木）午前９時30分から午前11時まで ５人程度

実技試験 平成28年７月２日（土）午前８時30分から午後５時まで

貴重品運搬警備業務２級 学科試験 平成28年５月12日（木）午前９時30分から午前11時まで ５人程度

実技試験 平成28年６月18日（土）午前８時30分から午後５時まで

２ 実施場所

⑴ 学科試験

松江市打出町250番地１ 島根県運転免許センター

⑵ 実技試験

広島市佐伯区石内南三丁目１番１号 広島県運転免許センター
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３ 検定の内容

次の科目について学科試験及び実技試験を行う。ただし、実技試験は、学科試験の合格者に対してのみ行う。

⑴ 貴重品運搬警備業務１級検定

区 分 科 目

学科試験 ○ 警備業務に関する基本的な事項

○ 法令に関すること。

○ 貴重品運搬警備業務を実施するために使用する車両（以下「貴重品運搬警備業

務用車両」という。）並びに車両による伴走及び周囲の見張りに関すること。

○ 貴重品運搬警備業務の管理に関すること。

○ 運搬中の現金、貴重品、有価証券等の貴重品に係る盗難等の事故が発生した場

合における応急の措置に関すること。

実技試験 ○ 貴重品運搬警備業務用車両並びに車両による伴走及び周囲の見張りに関するこ

と。

○ 貴重品運搬警備業務の管理に関すること。

○ 運搬中の現金、貴重品、有価証券等の貴重品に係る盗難等の事故が発生した場

合における応急の措置に関すること。

⑵ 貴重品運搬警備業務２級検定

区 分 科 目

学科試験 ○ 警備業務に関する基本的な事項

○ 法令に関すること。

○ 貴重品運搬警備業務用車両並びに車両による伴走及び周囲の見張りに関するこ

と。

○ 運搬中の現金、貴金属、有価証券等の貴重品に係る盗難等の事故が発生した場

合における応急の措置に関すること。

実技試験 ○ 貴重品運搬警備業務用車両並びに車両による伴走及び周囲の見張りに関するこ

と。

○ 運搬中の現金、貴金属、有価証券等の貴重品に係る盗難等の事故が発生した場

合における応急の措置に関すること。

４ 受検資格

⑴ 貴重品運搬警備業務１級

島根県内に住所を有する者又は島根県内の営業所に属する警備員であって、次のいずれかに該当するもの

ア 検定規則第４条に規定する２級の検定（貴重品運搬警備業務に係るものに限る。）に係る法第23条第４項の合格

証明書（以下「合格証明書」という。）の交付を受けている者であって、同合格証明書の交付を受けた後、貴重品

運搬警備業務に従事した期間が１年以上であるもの

イ 都道府県公安委員会がアに掲げる者と同等以上の知識及び能力を有すると認める者

⑵ 貴重品運搬警備業務２級

島根県内に住所を有する者又は島根県内の営業所に属する警備員

５ 受検手続に関する事項

⑴ 受付期間

平成28年４月18日（月）から同月22日（金）までの午前８時30分から午後５時まで。ただし、いずれも申請順に受

け付け、定員に達した時点で受付を締め切る。
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⑵ 受付場所

島根県内の住所地を管轄する警察署又は申請者が島根県内の営業所に属する警備員である場合には、当該営業所の

所在地を管轄する警察署

なお、郵送による申請は、受け付けない。

⑶ 提出書類

ア 検定申請書（検定規則別記様式第１号）１通

イ 写真（申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦3.0センチメートル、横2.4センチメートル

のもので、その裏面に氏名及び撮影年月日を記入したもの）２葉

ウ 島根県内に住所を有する者にあっては、住所地を疎明する書面又はその者が警備員である場合にはその者が島根

県内に所在する営業所に属することを疎明する書面１通

エ 島根県外に住所を有する者にあっては、その者が警備員として島根県内に所在する営業所に属することを疎明す

る書面１通

オ 貴重品運搬警備業務１級検定を受検しようとする者で、４の⑴のアに該当するものにあっては、２級検定に係る

合格証明書の写し及び貴重品運搬警備業務に従事していたことを証明する警備業者等が作成する警備業務従事証明

書各１通。ただし、警備業者が既に廃業しているなど、警備業務従事証明書を提出することができないことについ

てやむを得ない事情がある場合には、当該事情を疎明した上で、４の⑴のアに掲げる者に該当することを誓約する

書面及び履歴書各１通を警備業務従事証明書に代えて提出すること。

カ 貴重品運搬警備業務１級検定を受検しようとする者で、４の⑴のイに該当するものにあっては、１級検定受検資

格認定書の写し１通

⑷ 検定手数料

16,000円

検定申請書の提出時に、島根県収入証紙を手数料納付書に貼り付けて納付すること。

なお、検定申請を受理した後は、検定手数料は、還付しない。

６ 受検票の交付

受検票は、検定申請書を提出した警察署を通じて交付するので、検定当日に持参すること。

７ 検定の実施

この検定は、鳥取県公安委員会、島根県公安委員会及び広島県公安委員会が共同で実施する。

８ 問合せ先

島根県警察本部生活安全部生活安全企画課（電話0852－26－0110 内線3033）又は島根県内の最寄りの警察署生活安

全（刑事）課（係）に行うこと。

島根県公安委員会告示第８号

警備業法の一部を改正する法律（平成16年法律第50号）附則第５条に規定する審査（以下「検定合格者審査」とい

う。）を次のとおり実施するので、警備員等の検定等に関する規則（平成17年国家公安委員会規則第20号。以下「検定規

則」という。）附則第９条の規定により告示する。

平成28年１月22日

島根県公安委員会委員長 服 部 京 子

１ 検定合格者審査を実施する警備業務の種別及び級並びに当該種別及び級に応じた資格

⑴ 空港保安警備業務１級

検定規則附則第３条の規定による廃止前の警備員等の検定に関する規則（昭和61年国家公安委員会規則第５号。以

下「旧検定規則」という。）第１条第１項の表に規定する空港保安警備（⑵において「空港保安警備」という。）に
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係る同項に規定する検定（以下「旧検定」という。）であって同条第２項に規定する１級に係るもの（以下「旧１級

検定」という。）に合格した者

⑵ 空港保安警備業務２級

空港保安警備に係る旧１級検定又は旧検定であって旧検定規則第１条第２項に規定する２級に係るもの（以下「旧

２級検定」という。）に合格した者

⑶ 施設警備業務１級

旧検定規則第１条第１項の表に規定する常駐警備（⑷において「常駐警備」という。）に係る旧１級検定に合格し

た者

⑷ 施設警備業務２級

常駐警備に係る旧１級検定又は旧２級検定に合格した者

⑸ 交通誘導警備業務１級

旧検定規則第１条第１項の表に規定する交通誘導警備（⑹において「交通誘導警備」という。）に係る旧１級検定

に合格した者

⑹ 交通誘導警備業務２級

交通誘導警備に係る旧１級検定又は旧２級検定に合格した者

⑺ 貴重品運搬警備業務１級

旧検定規則第１条第１項の表に規定する貴重品運搬警備（⑻において「貴重品運搬警備」という。）に係る旧１級

検定に合格した者

⑻ 貴重品運搬警備業務２級

貴重品運搬警備に係る旧１級検定又は旧２級検定に合格した者

２ 検定合格者審査の対象者

検定合格者審査は、次に掲げる条件を満たさない者について行う。

⑴ 旧検定に合格した警備員であって、平成17年11月21日現在当該旧検定に係る警備業務に従事しており、かつ、当該

警備業務に従事している期間が継続して１年以上であるもの

⑵ 旧検定に合格した者であって、平成17年11月21日現在現に当該旧検定に係る警備業務に係る指定講習（旧検定規則

第12条第１項に規定する指定講習をいう。）の講師として従事しており、かつ、当該講師として従事している期間が

継続して１年以上であるもの（⑴に掲げる者を除く。）

３ 検定合格者審査の実施日時、場所及び定員

⑴ 実施日時

平成28年５月12日（木）午後１時から午後４時まで

⑵ 実施場所

松江市打出町250番地１ 島根県運転免許センター

⑶ 定員

全種別で各10人

４ 検定合格者審査の方法

次の科目について学科試験及び実技試験を行う。ただし、実技試験は、学科試験の合格者に対してのみ行う。

⑴ 学科試験の科目

ア 警備業務に関する基本的な事項

イ 法令に関すること。

ウ 警備業務の実施に関すること。

エ 警備業務に係る事故が発生した場合における応急の措置に関すること。

⑵ 実技試験の科目
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警備業務に係る事故が発生した場合における応急の措置に関すること。

５ 検定合格者審査申請手続に関する事項

⑴ 受付期間

平成28年４月18日（月）から同月22日（金）までの午前８時30分から午後５時まで

⑵ 提出書類

ア 審査申請書（検定規則附則別記様式）１通

イ 添付書類

写真（申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦3.0センチメートル、横2.4センチメート(ア)

ルのもので、その裏面に氏名及び撮影年月日を記入したもの）１葉

旧検定規則第８条の規定による合格証（以下「旧合格証」という。）の写し１通(イ)

島根県内に住所を有する者にあっては、住所地を疎明する書面又はその者が警備員である場合にはその者が島(ウ)

根県内に所在する営業所に属することを疎明する書面（旧合格証を島根県公安委員会から交付されている者は、

提出を要しない。）１通

島根県外に住所を有する者にあっては、その者が警備員として島根県内に所在する営業所に属することを疎明(エ)

する書面（旧合格証を島根県公安委員会から交付されている者は、提出を要しない。）１通

代理人（申請者が属する警備業者の従業員に限る。）が審査申請書を提出する場合にあっては、申請者本人の(オ)

委任状１通

⑶ 提出先

次のいずれかの警察署に提出すること。

なお、郵送による申請は、認めない。

ア 島根県公安委員会から旧合格証の交付を受けている者

旧合格証の交付申請を行った警察署(ア)

住所地（島根県内に限る。）を管轄する警察署(イ)

警備員である場合におけるその者の属する営業所の所在地（島根県内に限る。）を管轄する警察署(ウ)

イ 島根県公安委員会以外の都道府県公安委員会から旧合格証の交付を受けている者で、島根県内に住所を有するも

の又はその者が警備員である場合におけるその者の属する営業所が所在するもの

住所地を管轄する警察署(ア)

営業所の所在地を管轄する警察署(イ)

６ 検定合格者審査手数料

4,700円

審査申請書の提出時に、島根県収入証紙を手数料納付書に貼り付けて納付すること。

なお、審査申請書を受理した後は、検定合格者審査手数料は、還付しない。

７ その他

⑴ 検定合格者審査を受ける者は、審査当日、旧合格証を必ず持参すること。

⑵ 審査当日は、午後１時から午後１時20分までを受付時間とする。

８ 問合せ先

島根県警察本部生活安全部生活安全企画課（電話0852－26－0110 内線3033）又は島根県内の最寄りの警察署生活安

全（刑事）課（係）に行うこと。
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